
一50一

所内諾8回写真コンクｰル作品｢堆積｣技術部地球化学課

伊藤司郎

地質調査所員の海外旅行(昭和37年1月～12月まで)

氏.多国名期間目的

高島清インドネシア22!1～1年技術指導

坂巻幸雄アメリカ26/3～26/9原子力留学

砂川一郎アメリカ17/4～20/4国際鉱物学会

徳永重元アメリカ1晩～26/4世界花粉学会議

蔵田延男タイ22/4～10/5地下水開発会議

肥囲昇アメリカ30/7～半年原子力留学

安斎俊男インドネシア2/8～2/9技術協力

菊池徹インドネシア2/8～2!9〃

肩和田欄章イラン1､'9～15/9肩油シンポジウム

佐々木昭カナダ24/9～1年留学

大町北一郎オｰストラリア29/9～28!10鉱物資源調査援助

平山健イラン30/10～1年技術協力

竹田英夫エクアドル15/11～約4ヵ月鉱物資源開発

技術協力

昭和57年中に来訪した外人

3･5C･Yリｰf葡士エカフェ事務局長

3･7J･コットニノ民オロストラリア

〃J･ユリィア民オｰストラリア

3･14I･アロメシド氏パキスタン地質調査所.

3･27陳恵澱民一台湾･留学生

4･3ディック博士モｰシャル博士昌軌一ジ}ランド

科学工業披術庁地質委員､

5･7ハリソン博士他30名国際火ぬ学会議メンバｰ

6ゴ10カｰペンタｰ博士アメリカ･コ日ラド大学

7揖1`R･W･チェニ々博士アメリカ･カリフォルニア大学

9･6バ･ッドりレｰム氏インドネシア

9･6チュリアン教授フランスソルボンヌ大学

堆積

この堆積層は火山岩の礫と火山灰との互

層である.というわけで何ら変ったこと

もたいようだがよく見ていただきたい.

礫とそのまわりの砂質の部分とは互いに力

学的に関係しあいあたかも堆積学のための

一標本になっているかのようだ.砂質の部

分が凝結していない時に運ばれてきた礫が沈

降したような模様あるいは礫のために堆積

がすなおに行なわれなかった様子など種々

の観察ができよう.

海岸を歩いでこのような風物にカメラを

向けたくなるのは地質学的感覚によるもの

かそれとも芸術家の美的感覚によるものだ

ろうか.ここは長崎県･五島列島北端の宇

久島西部飯良崎.玄武岩熔岩の上位にあ

たる.

10･9チェリｰ氏他1名フランスクリステンセン会社

10･12〕･ジャックスイス博物館

10･16オルｰジェフ･サビト･アク,エヴィッチチモフエ

ｰフ･ニコライ･ステパｰノヴイッチサラｰモフ･ス

フルド･ユ:/ク･オグルイガゲリガンフ･アンドレ

イ･アンドレヴィッチムザレウロフ･ダビド･コンス

タンヴィッチ以上5名ソ運石油海上探査団

10･19L･スタック氏アメリカ地質調査所

10･24W･ジェンクス博士アメリカ･シンシナチ大学

11･7アクエル博士イギリス･ケンブリッジ大学

11･7D･ジョンストン博士アメリカ地質調査所海外部長

11･20E･L･ルッカス氏アメリカ･オクラホマ大学

11･27李高万氏韓国地質調査所

あとがき

･あけましておめでとうございます

･ウサギ年を迎えさらに飛躍前進いたしたいと考えております

本年もよろしくお願い申し上げます編集部一同

･お正月らしく海の誼査を特集しました
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